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（１）医療体制 

【精神疾患】 （第 7章 第５節参照） 

○地域連携拠点医療機関については、多様な精神疾患に対応するために、疾患ごとに定めて

おり、図表 10-1-7のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○夜間・休日の精神科合併症支援病院となっている病院は３施設あります。 

〇府内では、依存症治療拠点機関は１施設、依存症専門医療機関は１６施設ありますが、豊 

能圏域ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 10-1-7 地域連携拠点医療機関数（令和６年４月１日予定） 
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＊高次脳①：国基準診断　②：診断書作成　③：リハビリ対応　④：精神症状対応可能（入院）　⑤：精神症状対応可能

資料5　（令和5年度豊能精神医療懇話会）
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第２項 豊能二次医療圏における今後の取組（方向性）    

（１）地域における課題への対策 

【がん】 

 

 

 

 

 

【脳卒中等の脳血管疾患、心筋梗塞等の心血管疾患、糖尿病】 

 

 

 
 
 

【精神疾患】 

 

 

 

 

 

 

 

・大阪府がん診療連携協議会との連携を深めることを目的として、豊能医療圏がん医療ネ

ットワーク協議会内にがん治療に関わる薬剤師・看護師が中心となる部会（看護部会・

薬物療法連携部会）を新設し、連携を強化します。 

 

・二次医療圏、市町ごとの保健・医療・福祉関係者による協議の場において、医療機

関、市町、保健所等が地域の課題を共有、連携して地域包括ケアシステムの構築に資

する取組を推進していきます。 

・統合失調症、認知症、依存症等、多様な精神疾患にかかる関係機関による協議の場にお

いて、医療の充実、医療連携推進のために検討します。 

 

・脳血管疾患については、地域連携パス会議を年３回定期的に開催し、急性期から回復

期間の病病連携を図っています。また、今後は回復期から維持期の病診連携の強化を

図ります。 


